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５．推進体制

（１）市民協働による計画の推進
大山街道においては、大山街道活性化推進協議会をはじめとした多様な市民の取り組

みが行われてきた。

また、川崎市の行政改革においては、区役所を市民協働拠点として、総合調整機能を

活かした協働の体制づくりが求められている。

マスタープランの推進にあたっては、区役所が総合調整機能を発揮し、大山街道活性

化推進協議会とともに、商店街、町内会・自治会、高津区まちづくり協議会、高津区文

化協会、高津観光協会、学校、企業等のさまざまな団体に呼びかけ、（仮称）大山街道

アクションフォーラムを設立し、協働の推進体制を確立する。

将来的には、自立的な体制への発展を目指し、NPOの設立やコミュニティビジネス

としての確立を視野に入れる。

（２）計画の進行管理と評価
計画の推進にあたっては、時代状況や環境の変化に合わせ、柔軟な見直しが必要であ

る。そのため、計画推進の各段階において、「川崎再生ＡＣＴＩＯＮシステム（事務事

業総点検施策評価）」等を活用し、計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、改善（Action）

の PDCA サイクルを繰り返し、より的確な進行管理を行う。併せて、推進体制において

も随時計画の見直しを図っていく。

また、市民との協働による計画の推進を図るために、さまざまな主体との調整や市民

意向の把握、情報公開の徹底を図る。
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高津区役所

川崎市
大山街道活性
化推進協議会

（仮称）大山街道アクションフォーラム

高津大山街道マスタープランの推進（10年間）

短期
2009（平成 21）〜
2010（平成 22）年度

中期
2011（平成 23）〜
2013（平成 25）年度

長期
2014（平成 26）〜
2018（平成 30）年度

呼びかけ

推進

参加

地域住民、町内会・自治会
商店街、高津青年会議
高津区まちづくり協議会
小学校、中学校
大学
地域に関わる企業
高津観光協会
高津区文化協会

など

・重点地域（キラリスポット）の整備

・口上書きの普及

・大山街道フェスタ等の継続的開催

・景観形成の推進

・溝口駅周辺地区緑化推進重点地区計画の推進

・ホームページ、案内サイン等による継続的な情報発信

・大山街道ふるさと館の多面的活用の検討

・蔵・空き店舗活用の
調査やモデル事業

・蔵・空き店舗の活用へ

・デザインコードや
助成制度の検討

・ユビキタス情報発信
・大山みちまち・ふるさとマップ

大山街道周辺整備活性化事業
関係局連携事業

高津大山街道活性化プラン掲載事項
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高津大山街道マスタープラン策定委員会　委員名簿

氏　　名 所属 備　考

委員長 小林　正美 明治大学理工学部建築学科　教授 学識者

荻原　礼子 まちづくりプランナー／結まちづくり計画室代表 学識者

副委員長 島﨑　光順 大山街道活性化推進協議会委員長 地域団体代表

鈴木　敏夫
大山街道活性化推進協議会副委員長
溝口大山街道振興会会長

地域団体代表

原　賢之助
大山街道活性化推進協議会副委員長
二子大通り商和会会長

地域団体代表

岡野　洋貴
高津商店街連合会会長
大山街道景観形成協議会会長

地域団体代表

伊東　朋子 公募

佐方　克彦 公募

小林　しのぶ 区長推薦

田村　　豊 経済労働局産業振興部商業観光課長 行政参与

和田　忠也 まちづくり局計画部景観・まちづくり支援課長 行政参与

島田　秀雄 教育委員会事務局生涯学習部文化財課長 行政参与

井澤　正勝 高津区役所副区長 行政参与

（敬称略）

［事務局］

中村　　茂 高津区役所企画課長 事務局

新井　　勇 高津区役所企画課課長補佐 事務局

五十嵐　泰次 高津区役所区民協働推進部地域振興課長 事務局

新井　正男 高津区役所区民協働推進部地域振興課主査 事務局

川上　礼子 高津区役所区民協働推進部地域振興課 事務局

石塚　雅明 石塚計画デザイン事務所代表取締役 コンサルタント

千葉　晋也 石塚計画デザイン事務所東京事務所長 コンサルタント

野渕　幹生 石塚計画デザイン事務所 コンサルタント

永井　ふみ 石塚計画デザイン事務所 コンサルタント

［オブザーバー］

荒巻　菜生子 明治大学大学院　理工学研究科 小林研究室学生
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